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「四日市公害と環境未来館」が開館
しました。皆さん、もうお越しいた
だきましたか。今回は、見どころに
ついて、いくつかご紹介します。
【四日市公害裁判シアター】

四日市公害の特徴の一つである公
害裁判について、関係者の証言や環
境改善の取り組みなど、当時の様子
を映像で知ることができます。

【くらしの原寸大展示】
昭和初期のくらしと高度経済成長

期のくらしを原寸大で再現していま
す。博物館常設展と合わせ、時代の
移り変わりとともに、くらしと環境
がどのように変わっていったかを考
えてみてください。
これらの展示などを通して、環境

保全の大切さを再確認していただく

とともに、全国に先駆けて公害対策
を行ってきた四日市に誇りを持って
いただきたいと思います。
また、休日にはエコ工作や環境実

験など楽しみながら環境について学
べるイベントも実施しますので、ぜ
ひお越し
ください。

→ →

～四日市公害と
環境未来館開館～

月21日に開館した四日市公害と環境未来館の見どころや取り組み3
などについてご紹介します。

→ →

高齢化が進むわが国では、「団塊の
世代」が75歳以上となる2025年（平
成37年）には、総人口の 人に 人3 1
が65歳以上、 人に 人が75歳以上5 1
になると見込まれています。
こうした中、できるだけ住み慣れ

た地域で、必要な医療・介護サービ
スを受け、自分らしく暮らし続けた
いという願いに応えるのが「地域包

括ケアシステム」です。
これを実現するため、本市では、

重い病気や要介護状態になっても在
宅生活を送れるよう、在宅介護支援
センターや地域包括支援センター、
医療機関、介護サービス事業所など
との連携を強めていきます。
しかし、それだけではなく、地域

での訪問による見守りや、ごみ出
し・電球交換など日常生活のちょっ
とした手助けにより、高齢者の生活
を支援していくことが必要です。こ
うした取り組みは、地域住民やボラ
ンティアなどさまざまな皆さんの力
を合わせなければ進めることができ

ません。
高齢者を地域社会全体で支える

「地域包括ケアシステム」を作り上げ
ていくため、ぜひ、皆さんのご協力
をお願いします。

高齢者が、住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられるまちづくり
のための取り組みをご紹介します。

～高齢者を地域で支える
「地域包括ケアシステム」～
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